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令和４年度白馬村木質バイオマス活用事業報告 
 

１．伐採木配布事業 

（１）概要 

木質バイオマス活用及び普及啓発のために、集落支援業務で村有地等から発生した支障木や適正処理

したナラ枯れくん蒸材（２週間くん蒸、１ヶ月雨晒し）を村民へ無償配布し、木質エネルギー地産地消、

地域循環を図った。 

 

（２）実施日及び配布場所 

No. 日時 場所 

1 5月26日（木）8:00-10:30 
飯森区   赤坂橋付近 

飯田区   ライスセンター付近 

2 7月19日（火）8:00-10:00 内山区   スノーハープ 

3 10月13日（木）8:30-10:00 
八方区   白馬リサイクルセンター駐車場 

どんぐり区 パノラマ展望台 

4 11月 2日（水）8:00-10:30 
新田区   岩岳 村道西山線 

三日市場区 反田橋付近 

 

（３）費用効果（概算） 

No. 
灯油単価 

＊（円）a 

原木単価 

（円）b 

配布量 

（kg)c 

灯油換算 

（円）a×c 

原木換算 

（円）b×c 

備考 

（軽トラ台数・原木樹種） 

1 143 100 14,000 2,002,000 1,400,000 

軽トラ40台 

(350kg×40台＝14,000kg（14ｔ） 

針葉樹（杉）、広葉樹（雑木） 

2 129 100 12,250 1,580,250 1,225,000 

軽トラ35台 

(350kg×35台＝12,250kg（12.25ｔ） 

針葉樹（杉）、広葉樹（雑木） 

3 117 100 17,500 2,047,500 1,750,000 

軽トラ50台 

(350kg×50台＝17,500kg（17.5ｔ） 

広葉樹（ナラ枯れくん蒸材、桜） 

4 120 100 7,000 840,000 700,000 

軽トラ20台 

(350kg×20台＝7,000kg（7ｔ） 

広葉樹（ナラ枯れくん蒸材） 

計     50,750 5,629,750 4,375,000 
軽トラ145台 

(350kg×145台＝50,750kg（50.75ｔ） 

① 原木配布量： ５０，７５０ｋｇ（５０．７５ｔ） 

② 灯油換算費用： ５，６２９，７５０円 ＊18Ｌ（約14ｋｇ）をkg当たり単価換算し算出 

③ 原木換算費用： ４，３７５，０００円 

④ 軽トラック： １４５台 

⑤ 来 場 者： １４５台×２人＝２９０人 

 

（４）事業効果 

伐採した支障木、ナラ枯れくん蒸材は、森林内に残地することが通例である。薪として有効利用する

ことにより、“みどりの食料システム戦略”の、エネルギー地産地消、地域循環に合致し、森林景観形

成、住民の薪購入費用の削減に繋がった。 
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赤坂橋（支障木） 

  
スノーハープ（支障木） 

  

白馬リサイクルセンター駐車場（支障木） 

  

どんぐりパノラマ展望台（ナラ枯れくん蒸材） 

  

岩岳 村道西山線（ナラ枯れくん蒸材） 
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２．薪・ペレット兼用ハイブリッドストーブ導入事業 

（１）概要 

木質バイオマス活用及び普及啓発のために、農業体験時習館（公共施設）に、薪・ペレット兼用ハイブ

リッドストーブを導入し、利用者及び住民向け講習会を開催した。 

 

（２）導入機種 

機種名 アキミックス Akimix 

 

 

寸法（mm） 幅766 x 奥372 x 高851 

重量 181 kg 

定格出力 7kW（薪使用時） 

出力範囲 4～10kW（薪使用時） 

燃焼効率 76 %（薪使用定格出力時） 

CO排出量 0.10 %以下（薪使用定格出力時） 

排気温度 312℃（薪使用定格出力時） 

暖房面積 32～68平米（薪使用時） 

煙突口元径 φ150 mm、上面・後方排気 

推奨煙突径 φ150mm ～ φ200 mm 

薪長さ 推奨25 cm、最大38 cm 

推奨薪量 1.5kg～4.5kg 

燃焼方式 輻射式 

ペレットモード出力 3.5～6.5kW 

ペレットタンク容量 15kg 

消費電力 40W 

準拠規格 EU EN13240 

製品型番 6190-44 

カラー ダークグレー 

 

（３）講習会 

 ①開 催 日：令和４年１２月１日（木）１０：００～１１：００ １３：００～１４：００ 

 ②講  師：（株）山風舎 

③参加人数：２０名 

④配布資料：別紙参照 

 
（４）事業効果 

ＦＦ式暖房機から薪・ペレット兼用ハイブリッドストーブに更新したことにより、年間約３５０リッ

トル（約３５，０００円）の灯油削減効果がある。薪は、村有地支障木を有効利用し、ペレットは、県

内産木質ペレット「ピュア1号」を利用することにより、県内の間伐材有効利用に貢献できる。 
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